
【イベント開催概要・レースレポート】

●大会名称	 ：	2026 FUN & RUN! 2-Wheels IN SUZUKA CIRCUIT RACING COURSE
●開催場所	 ：	鈴鹿サーキット フルコース（5.821km）
●開催日・天候	：	5月16日（土）・晴れ（ドライ）
●主催者	 ：	ホンダモビリティランド株式会社 鈴鹿サーキット
	 	 三重県鈴鹿市稲生町7992　https://www.suzukacircuit.jp
●開催クラス	 ：	★総参加台数／97台
	 	 2026 G310 Trophy Supported by BMW MOTORRAD Club Japan… 32台
	 	 FUN & RUN Mix Big／EXPERT………………………………………… 17台
	 	 NEO STANDARD＜Ninja250＞… …………………………………… 16台
	 	 NEO STANDARD＜YZF-R25＞………………………………………… 14台
	 	 NEO STANDARD＜CBR250R＞… …………………………………… 8台
	 	 NEO STANDARD＜G310R＞…………………………………………… 10台

■開催概要

■次回開催予定
●大会名称	 ：	2026 FUN & RUN! 2-Wheels IN SUZUKA CIRCUIT RACING COURSE
●開催場所	 ：	鈴鹿サーキット フルコース（5.821km）
●開催日	 ：	2026年9月5日（土）
●開催クラス	：	FUN & RUN Mix Big／EXPERT、FUN & RUN Mix Small／EXPERT
	 	 NEO STANDARD＜Ninja250／YZF-R25／CBR250R／G310R＞

【FUN&RUN Mix Big】
「Mix Big」は、国内外のV型2気筒エンジン搭載車と一般生産型の車両で4ストローク401cc以上のマシンなら何でも参加可能なクラス。国内外メー
カーのツインバイク、そしてビッグネイキッドが一堂に会するレースは迫力が違います。特に「C-OPEN」クラスは、排気量が2ストローク251cc/4スト
ローク401cc以上でホイールサイズが16インチ以上であればどんな車両でも参加可能なクラスです。
<参加車両例>ホンダCBR1000RR・CB1300SF・VTR1000SP1　ヤマハYZF-R6・XJR1300　スズキ GSX-R600・GSF1200　カワサキ GPZ900　ドゥ
カティ 999S　ドゥカティ 1098S　アプリリア RSV1000R

【NEO STANDARD】
現在、各社から発売されている、手頃な車両価格で最も人気の高い4ストローク250ccマシンによるエントリークラス。カワサキNinja250R、ホンダ
CBR250R、YZF-R25、BMW G310Rの4車種にクラス分けされています。スプリントレースでありながら、途中ライダー交代またはピットインが必要とな
ります。また、チームエントリーでシリーズ戦として開催し、車両別となったカテゴリーでのチャンピオンが決定するのも人気の理由。
ライダーを1大会2名まで登録することができ、チームとしても楽しめる、経済的なクラスとなっています。
<参加車両例>カワサキNinja250　ホンダCBR250R　ヤマハYZF-R25　BMW G310R

【開催クラス紹介】

https://www.suzukacircuit.jp/funandrun2_s/
2026FUN&RUN! 2-Wheelsの公式リザルト・ポイントランキン
グ等の各種詳細情報は鈴鹿サーキット公式webサイト専用
ページにてご覧いただけます。

★レース写真は、バトルファクトリー様の
　webサイトにてご購入いただけます。
https://www.battle.co.jp/

https://www.suzukacircuit.jp/funandrun2_s/
https://www.battle.co.jp/


「みんなで走ってバイクをもっと楽しもう!!」をコンセプトとするFUN & RUN! 2-Wheels（通称“ファンラン”）の第1戦が5月16日
（土）に開催され、2026年シーズンが開幕した。
初戦の今回は、比較的新しめの600cc／リッタースーパースポーツが多く参戦する「FUN & RUN Mix Big／EXPERT」、スプリ

ントレースでありながらレース途中でのライダー交代もしくはピットインが義務付けられており、セミ耐久のような楽しみ方が
できる「NEO STANDARD」の各レースが行われた。それらのレースではコーナーごとに激しく順位が入れ替わるバトルが展開
された。アットホームな雰囲気が漂っていながらレース時は本気といった姿が印象的だった。
また、今回はBMW G310Rのワンメイクレース「2026 G310 Trophy Supported by BMW MOTORRAD Club Japan」が併催さ

れた。このカテゴリーのレースに出場できるのはBMW MOTORRADのライトウエイトモデルであるG310RおよびG310GS。普段
乗っている公道用車両を参戦マシンにすることが可能で、変更できるのはマフラーやステップ、ハンドルなど一部のパーツに
限られるため、マシンづくりのハードルが低く、参加しやすいこのカテゴリーにはベーシックなバイアスクラス、よりハイスペッ
クなラジアルクラス合わせて合計32台が参戦した。また、このカテゴリーと「NEO STANDARD」のG310Rクラスにダブルエント
リーするライダーもいた。
この“ファンラン”は今シーズンより年間全3戦がフルコースを舞台に行われることになった。エントラントからは「鈴鹿を走る

ならやはりフルコース！」「フルコースは攻め甲斐があって楽しい！」「難しいけれど、そこが良い！」「西コースが改修されてタイム
アップが楽しみ！」といった声が聞かれた。
1999年に始まり、25年以上の歴史を誇る“ファンラン”の2026年シーズン第2戦は9月5日（土）に行われる。今回同様、「FUN 

& RUN Mix Big／EXPERT」と「NEO STANDARD」に加え、2ストローク250cc／4ストローク400ccエンジンを搭載した往年のレー
サーレプリカが多く参戦する「FUN & RUN Mix Small／EXPERT」のレースも開催される予定だ。また、翌9月6日（日）には、耐久
ライダーおよびチームの育成に加え、未来に向けた車両・パーツ開発を加速させる場、そして国内耐久レースの活性化に繋が
る中核イベントとしてその在り方が注目されている「2026 ブリヂストン 鈴鹿4時間耐久ロードレース」の決勝レースも開催され
る。さらに期待が集まる“ファンラン”の第2戦も楽しみにしていただきたい。

“ファンラン”の2026年シーズンがついに開幕！
初戦らしく、各カテゴリーで熱く激しいバトルが展開された!!

※レポートに掲載の各クラス・レースの仮表彰式は、総合とカテゴリー別を合同で実施、不参加の選手、あるいは代理参加の場合もあります。

「G310 Trophy」のファミリーピクチャー。認知度の高まりや参加台数の増加に伴い、今季はこの鈴鹿の他、モビリティリゾートもてぎ、筑波、SUGOという4箇所の本格的
なサーキットでのシリーズ化を果たした



■G310 Trophy Supported by BMW MOTORRAD Club Japan
シリーズ化により年間全4戦が予定されている2026年シーズンの「G310 Trophy」。その第1戦が今回の鈴鹿ラウンドとして
行われた。
ル・マン式により、16周のセミ耐久レースがスタート。ポールポジションスタートの鈴木俊彦がホールショットを奪い、それ
に2番グリッドからスタートした寺本（寺本幸司／武藤昇 組）が続く。鈴木はオープニングラップのデグナーカーブあたりまで
に集団から頭ひとつ抜け出すことに成功。デグナー2つ目で失速した寺本は順位を落とす。鈴木、3番グリッドスタートの佐々
木龍人、5番グリッドスタートの畑彰、寺本のオーダーでオープニングラップを帰ってくると、寺本はまず畑をパス。佐々木が鈴
木をパスしてトップに。続いて寺本が鈴木、佐々木を立て続けにパスし、一気にトップに浮上する。寺本と佐々木の2台はその
後も何度も順位を入れ替えたが、佐々木が寺本の前で9周目を終えると徐々に単独トップに。その後方では鈴木がファステス
トラップをマークしながら寺本に接近していく。
佐々木と寺本が10周目終了時点でピットIN。国際ライセンスホルダーの寺本には2分間のピット滞在時間が課せられる。こ
れにより、佐々木が鈴木に続く暫定2番手に。鈴木と畑が11周目終了時点でピットに入った後、佐々木は単独トップとなる。結
局、佐々木が2位の鈴木以降に5秒396ものアドバンテージを築いてトップチェッカーを受けた。

2026 G310 Trophy Supported by BMW MOTORRAD Club Japan決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/1wl5V_l4d7Q?si=dYGo8_amQMrG90RK&t=13924


2026 G310 Trophy（バイアスクラス）総合表彰式（優勝：小林田巳生、2位：山本充剛、3位：田中慎二）

2026 G310 Trophy（ラジアルクラス）総合表彰式（優勝：佐々木龍人、2位：鈴木俊彦、3位：畑彰）





■FUN & RUN Mix Big／EXPERT
600ccスーパースポーツやリッタースーパースポーツが大排気量エンジンならではの迫力あるエキゾーストノートを鳴り
響かせながら好バトルを展開するこのカテゴリー。公式予選では西溜英夫が2分19秒238のトップタイムをマークし、ポール
ポジションを獲得する。
その西溜がスタートで出遅れる。ホールショットを奪ったのは5番グリッドスタートの久積基宏。それに3番グリッドスタート
の市岡洋一郎、4番グリッドスタートの和多瀬邦治と続く。久積はオープニングラップから早くも後続を引き離すことに成功。
久積から若干遅れ、市岡、和多瀬、野々村誠司、西溜、中村峻史のオーダーでオープニングラップを終了する。
市岡、野々村、西溜の3台がテールtoノーズの状態で2番手争いを展開。西溜が野々村と市岡を立て続けにパスしてその集
団の先頭に浮上する。西溜はレース中に2分19秒065をマークして予選時に記録したベストを更新。その勢いのまま久積に接
近していくが、パスするには至らず、久積、西溜、野々村のオーダーでチェッカーを受けた。

FUN & RUN Mix Big／EXPERT決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/1wl5V_l4d7Q?si=jP4Kl-AnPXNx8z_c&t=18764


FUN & RUN Mix Big総合表彰式（優勝：市岡洋一郎、2位：中村峻史、3位：熊谷昇三）／カテゴリー別表彰式（Big I優勝：岡村一秀、Big II優勝：市岡洋一郎、Open優勝：中村峻史）

FUN & RUN Mix Big EXPERT総合表彰式（優勝：久積基宏、2位：西溜英夫、3位：野々村誠司）／カテゴリー別表彰式（Big I EXPERT優勝：内田洋一、Open EXPERT優勝：久積基宏）





■NEO STANDARD＜Ninja250／YZF-R25＞
昨今の“ファンラン”で特に人気を集めている「NEO STANDARD」の内、まずカワサキNinja250とヤマハYZF-R25の混走レー
スが行われた。
公式予選では鳥居典生が2分42秒714のトップタイムをマーク。決勝レースではその鳥居がホールショットを奪い、それに
中村和悦、松浦光利と続く。松浦はオープニングラップの130R手前で一気にトップに立つが、続くシケインの進入では鳥居が
前に。鳥居、松浦、中村の3台が集団を抜け出すと、松浦と中村がバトルを続ける間に鳥居がその2台をも引き離すことに成功
する。その後、トップグループは再び3台での争いになるが、そこから松浦が遅れ始める。
鳥居が5周目に2分41秒918をマーク。中村も同じく5周目に2分42秒082を記録し、その2つのタイムはこれまでのYZF-R25
クラスのレコードを更新するコースレコードとなる。鳥居は6周目には2分41秒241をマークしてさらにコースレコードを短縮
する。
7周目終了時点でトップ3が同時にピットIN。結局、鳥居が総合トップチェッカーを受けると同時にYZF-R25クラスを制した。
Ninja250クラスのウィナーは山本晃久だった。また、山本が11周目にマークした2分42秒764はこれまでのNinja250クラスの
レコードを上回るコースレコードとなった。

NEO STANDARD＜Ninja250／YZF-R25＞決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/1wl5V_l4d7Q?si=2v8oJFPx6wxFjHnn&t=21749


NEO STANDARD＜Ninja250＞（優勝：山本晃久、2位：西良英之、3位：大口智範）

NEO STANDARD＜YZF-R25＞（優勝：鳥居典生、2位：中村和悦、3位：松浦光利）







NEO STANDARD＜CBR250R／G310R＞
続いて行われたHonda CBR250RとBMW G310Rの混走レースの公式予選ではG310Rクラスの小林田巳生が何度も自己ベストを更
新し、タイミングボードのトップに立ち続けたが、CBR250Rクラスの奥中凱心／定行里紗組の奥中がその小林のベストを上回り、ポール
ポジションを獲得する。
決勝レースでは奥中、小林、原田武志のフロントロー3台が横並びの状態で1コーナーへ。奥中がホールショットを奪うと、それに原
田、小林と続く。西ストレートで原田が奥中をパスするが、続くシケイン進入では奥中が前に。奥中、小林、原田のオーダーでオープニン
グラップを帰ってくる。
次第に奥中が頭ひとつ抜け出すことに成功。その若干後方で小林と原田の2台がサイドbyサイドのバトルを展開する。
3番手を走行する小林が3周目終了時点で早くもピットIN。これにより原田が暫定単独2番手となる。クリアラップの中で走る小林は全
体の5番手まで浮上。原田は7周目終了時点でピットへ。原田がコースに復帰した後、小林がクラストップとなる。
独走状態を築いた奥中が9周目終了時点でピットIN。定行にライダーチェンジする。10周目に定行をパスした小林がトップに。総合

トップのままチェッカーを受けた小林がG310Rクラスを制した。CBR250Rのクラスウィナーは奥中／定行組だった。

NEO STANDARD＜CBR250R／G310R＞決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/1wl5V_l4d7Q?si=2hvNgW-fqpV1zmNS&t=25980


NEO STANDARD＜CBR250R＞（優勝：奥中凱心／定行里紗、2位：木下優真／橋本尚樹、3位：高木真／鈴木克正）

NEO STANDARD＜G310R＞（優勝：小林田巳生、2位：樋口圭祐、3位：原田武志）


